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富山県

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた課題と取組の状況

【特徴（強み）】
１．各圏域において、地域移行支援に関する協議の場がある。
２．ピア・フレンズの活動の拡充。アウトリーチチームがある。
３．昨年の構築支援事業でのモデル圏域の取組み実績がある。

課題 課題に解決に向けた取組状況 取組の成果

・入院患者のうち、1年以上の入院患者の割合
（66%）、高齢者の割合（62%）が高い。
・退院率が全国平均より低い。
・長期入院患者の地域移行について、病院内と
地域からの両方の支援の充実が必要。

・ピア・フレンズによる長期入院患者の意欲向上、
家族や関係者等への精神障害の理解の促進を
図る。
・介護支援専門員、相談支援専門員等の精神障
害者支援に関する研修の実施（精神障害者支援
人材育成研修事業）
・各圏域における地域移行推進に向けた取組を
強化する。モデル圏域の取組みの共有。

・ピア・フレンズの養成講座を開催。医療機
関等でピアが活用され、退院意欲の向上や
精神障害に関する理解を促進。
・介護支援専門員、相談支援専門員等が精
神障害者の特性や支援方法を学び、精神
障害の理解を深めた。
・各圏域において地域移行の取り組みを継
続。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（現時点）※

目標値
（令和元年度末）

達成状況の見込み（評価）

①ピア・フレンズの派遣施設数
延べ15施設（うち
医療機関5か所）

延べ15施設以上
（うち医療機関5
か所以上）

医療機関等でピアが活用され、退院意欲の向上や
精神障害に関する理解を促進。

②精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
の構築を推進するための研修を開催する圏域

１圏域 ２圏域
モデル圏域において、精神障害にも対応した地域
包括ケアシステムの構築を推進するための研修を
開催。

③精神障害者支援人材育成研修

介護支援専門員等への研修の参加者数
43人 40人以上

31名が参加し、介護支援専門員、相談支援専門員
等が精神障害の理解を深めた。

令和元年度 第2回 アドバイザー・都道府県等担当者合同会議「事前課題」シート


	スライド番号 1

